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研究成果の概要（和文）：本研究は、子育て世帯が多様なライフスタイルを選択できるために、日常生活を制限
する「都市のバリア」と「心のバリア」に着目し、子育てに対する人々の心のバリアの緩和の重要性と有効性を
検証した。具体的には、子育て世帯の日常生活における多様なバリアの再整理と共に、具体的な都市における子
育て世帯の外出行動・意識の分析を行った上で、情報提供・教育による子ども連れ移動環境改善効果の検証、
Web上で共働き子育て世帯の送迎可能性等をシミュレーション可能なシステムの開発と適用、子ども連れ外出に
関する情報投稿・共有機能を有するスマートフォン・アプリの開発と適用を行った。

研究成果の概要（英文）：For child-rearing households to choose diverse lifestyles, it is important 
to alleviate “urban physical barriers” and “psychological barriers” which restrict their daily 
lives. This study investigated the importance and effectiveness of raising public awareness of 
child-rearing. Reorganizing barriers that child-rearing households face in their daily lives and 
analyzing their behavior and attitude, we examined the effects of information provision and safety 
education for improving environment for traveling with children. Also, we developed a web-based 
system to simulate the possibility of escorting children under space-time constraints and a 
smartphone-based application for posting and sharing information on traveling with children.

研究分野：都市交通計画

キーワード： 子育て　バリアフリー　活動・交通行動分析　都市計画　交通計画

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アクティビティ・アプローチに基づいた「子育て世帯の日常生活を制約するバリア」の考え方を基に、異なる地
域特性を有する都市における、「都市のバリア」と「心のバリア」の相対的重要度およびバリア緩和のために有
効な具体的施策の違いを検証するという学術的意義がある。また、心のバリア緩和手法として、モビリティ・マ
ネジメント研究分野の知見を応用することで、子育て世帯への啓蒙・教育と、非子育て世帯の子育てに対する意
識・理解向上に関して、いかなるセグメントにどのような効果があるかを検討し、子育てしやすいまちづくりの
あり方の提言、および具体的施策の立案・評価に貢献できるという社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

乳幼児・児童を持つ子育て世帯は、外出活動を含めた日常生活活動の実行において、多様な制

約（バリア）に直面している。我が国ではバリアフリー法等の整備により、鉄道駅を中心とした

道路や公共交通等の交通システム、公共施設や商業施設等の活動機会のバリアフリー化が進む

とともに、授乳室や子ども連れでも利用しやすいトイレ等の整備が進められ、ひと昔前と比べて

「子ども連れで外出しやすい環境」が整ってきた。一方、保育所待機児童の問題、一時保育や病

児保育サービスの不足など、2015 年度より子ども・子育て支援新制度が導入されたが、「子ど

もを連れずに（仕事や私事等の目的で）外出しやすい環境」については十分整備が進んでいると

はいえない。さらに、特に我が国では、大都市での鉄道やバス利用時の子ども連れと他の乗客と

のコンフリクトの問題、子育てしやすい柔軟な働き方を妨げる職場の制度や風潮、女性の家事・

育児負担が大きいこと等、いわゆる子育てに関する「心のバリア」の存在が大きい。子育て世帯

の外出活動を含めた日常生活活動への参加を容易にし、多様なライフスタイルを選択できるた

めには、都市や交通システムのバリアフリー化、多様な子育て支援サービスの充実に加えて、

人々の子育てに対する意識・理解を向上させることの重要性が認識されている。研究代表者は、

子育て世帯の日常生活を制限するバリアを、①交通システム、②活動機会、③子育て支援サービ

ス、④子どもの存在によるスケジュール制約、⑤子育て生活に必要な情報、⑥子育てや子ども連

れ外出に対する人々の意識・理解、の 6つに分類・整理している。ここで④を「子育て世帯自身

のバリア」、①～③、⑤を「都市のバリア」、⑥を「心のバリア」と定義すると、「都市のバリ

ア」の緩和の効果を最大限に発揮するためにも、「心のバリア」の緩和が重要であるものと考え

られる。しかし、市町村のバリアフリー基本構想においても「心のバリアフリー」の重要性は認

識されているが、効果的で具体的施策は示されておらず、市町村も手探りで独自の施策を模索し

ている状況である。また、2013 年度に国土交通省において「公共交通機関等におけるベビーカ

ー利用に関する協議会」が設置され、ベビーカーマークの作成や子ども連れ外出に対する意識・

理解向上のためのキャンペーンが実施されたが、その効果は学術的に検証されていない。 

 
２．研究の目的 

本研究は、交通システム、活動機会、世帯の活動スケジュールの制約条件に着目したアクティ
ビティ・アプローチに基づき、子育て世帯が多様なライフスタイルを選択できるために、子育て
世帯の日常生活を制限する多様なバリアの中で「都市のバリア」と「心のバリア」を緩和するた
めの具体的な施策の検討、およびそれらの施策が生活の質に与える影響を評価することを目的
とする。具体的には、我が国の都市において、「都市のバリア」緩和の効果を、「心のバリア」の
緩和によっていかに向上させることが可能かを、複数の心のバリア緩和手法の開発と試行、およ
び Web-GIS ベースの活動交通シミュレーターの開発と適用を通して評価するものである。 

 
３．研究の方法 

既存研究のレビューと国内外の関連施策の整理、子育てに対する意識・理解に関するインタビ
ュー、子育て世帯の生活行動・意識に関するアンケート調査と既存の大規模調査データの収集・
分析に基づき、都市のバリアおよび心のバリア緩和手法を検討・開発し、Web-GIS ベースの活
動交通シミュレーターARIGATO の開発と適用を通して、子育て世帯の生活の質への影響評価
を行う。以下、主な研究成果を報告する。 

 
４．研究成果 
(1) 子育て世帯の日常生活におけるバリアの再整理 

関連既存文献のレビューおよび子育
て世帯へのインタビュー調査等を通し
て、子育て世帯の日常生活におけるバリ
アの再整理を行った。具体的には、「A.子
ども連れで外出しやすい環境」、「B.子ど
も自身が外出しやすい環境」、「C.子ども
を連れずに外出しやすい環境」を整備す
るために、「①交通システムに関するバ
リア」、「②活動機会に関するバリア」、
「③子育て支援サービスに関するバリ
ア」、「④子育て世帯の活動スケジュール
に関するバリア」、「⑤子育て世帯に必要
な情報に関するバリア」、「⑥子育てに対
する人々の意識・理解に関するバリア」
の６つのバリアを緩和することが重要
であるとし、そのための施策や対応の具
体例を整理した（図 1）。 

図１ 子育て世帯の日常生活におけるバリアの再整理 



 
(2) 子ども乗せ自転車安全利用を対象とし

た心のバリアフリー向上効果の検証 
モビリティ・マネジメント分野の研究蓄積

を吟味し、子育てに対する意識・理解向上の
ための手法の検討結果を踏まえて、子育て世
帯および非子育て世帯に対する子ども乗せ
自転車利用に関する心のバリアフリーに着
目した Web による情報提供および安全教室
と意識変容効果を把握するためのアンケー
ト調査を実施した。具体的には、東京 23 区
および北関東 3 県居住者、計 1,100 人を対象
とした Web アンケート調査、および東京都
市圏居住者で 6 歳未満の子どもを持つ計 29
名を対象とした子ども乗せ自転車安全教室
と教室の実施前後および 1 か月後にアンケ
ート調査を実施した。分析の結果、情報提供
および安全教室の実施によって、子ども乗せ
自転車の安全利用意識の向上、および非子育
て世帯の子ども乗せ自転車利用に対する配
慮意識の向上効果を確認できた（図２）。 

 
(3) 共働き子育て世帯の時空間制約の分析

と Web-GIS ベースの子育て生活自己診
断システムの開発と適用 

保育所を利用している共働き世帯を対象
にアンケート調査を実施し、東京都市圏 266
人、宇都宮都市圏 146 人の時空間制約と実行
動を分析した。その結果、自宅、夫婦の職場、
保育所の立地から、どちらの都市圏も 5 パタ
ーンに集約されることを明らかにした。ま
た、共働き子育て世帯の自宅、職場、保育所
の時空間制約等を入力することで、子供の保
育所への送迎可能性や家族と過ごす時間等
の指標を算出可能な Google Maps API を活用
した子育て生活自己診断システムを開発し、
宇都宮都市圏保育所利用世帯に適用した（図
３）。その結果、子育て生活の自己診断によ
って、共働き夫婦が子育ての役割分担やスケ
ジュールについて再考する貴重な機会を提
供できることが明らかとなった。また本シス
テムは、全国さらには世界中の都市において
活用できるものであり、ホームページ上で公
開している。 
 
(4) 情報投稿・共有機能を有するスマートフ

ォン・アプリの開発と子育て世帯への適
用 

子ども連れ外出時の注意点に関する学習機能、および子ども連れ外出時の状況について写真
と文章を投稿・共有できる機能を有するスマートフォン・アプリの開発と適用を行った（図４）。
具体的には、宇都宮市の複数の保育所・こども園の保護者計 61 人に対して、一か月間、当該ア
プリを使用してもらい、どのような情報が子育て生活に有効か、またアプリ使用前後での子育て
に対する意識の変化等に関するアンケート調査を行った。分析の結果、投稿情報の中では屋外の
遊び場に関する情報が保護者に対して最も有効であり、また情報共有によって外出時に子ども
連れに配慮する意識が向上し、心のバリアも醸成される効果を確認した。 
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図３ 子育て生活自己診断システム 



 

 

 

 

 

 

図４ 情報投稿・共有機能を有するスマートフォン・アプリ 

スタート画面 子連れ外出学習画面 写真投稿・共有画面 文章投稿・共有画面 
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